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 6 円滑な科学技術活動と成果還元に向けた制度・運用上の隘
あい

路
ろ

の解消 

科学技術の振興に当たっては、人材の活発な交流、研究活動の円滑な実施、研究成果の社会へ

の還元等を支える制度的な環境を整備することが、科学技術に対する人的・物的投資の効果を高

める重要なかぎである。このため、総合科学技術会議では、科学技術の振興や成果還元上障害と

なる制度的な阻害要因として研究現場等で顕在化している諸問題を解決するため、以下の７項目

における全66の改革事項について取りまとめている。平成20年度は、それぞれの項目について

フォローアップし、平成20年５月19日の総合科学技術会議にて結果を報告した。 

１．優秀な外国人研究者を日本に惹
ひ

き付ける制度の実現 

２．研究者の流動性を高めるための環境整備 

３．研究費の公正で効率的な使用の実現 

４．研究支援の強化 

５．女性研究者の活躍を拡大するための環境整備 

６．治験を含む臨床研究の総合的推進 

７．国民の科学技術に対する理解の増進 

 

第3節 
 

科学技術振興のための基盤の強化 

 1 施設・設備の計画的・重点的整備 

（１） 国立大学等の施設の整備 

国立大学等の施設は、独創的・先端的な学術研究や創造性豊かな人材育成のための活動拠点で

あり、世界一流の優れた人材の育成や創造的・先端的な研究開発を推進し、科学技術創造立国を

目指す我が国にとって不可欠な基盤である。 

文部科学省では、基本計画を受け、平成18年度～平成22年度の５年間で緊急に整備すべき施設

を盛り込んだ「第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画」（以下「５か年計画」という。）を平

成18年４月に策定し、国立大学等施設の重点的・計画的整備を推進している（第２-３-21図）。 

 

第２-３-21図 第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画（平成18～22年度） 
  

老朽再生整備
約４００万㎡

狭隘解消整備
約８０万㎡

約６０万㎡

所要経費 最大約１兆２，０００億円

・施設マネジメントを一層推進
・新たな整備手法による施設整備を引き続き推進
・システム改革への取組等を積極的に評価
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老朽再生整備
が必要な施設

約７００万㎡

全保有面積

約２，５００万㎡ 狭隘解消のため
に必要な施設

約３００万㎡

人材養成機能を重視した基盤的施設
・大学院の基盤強化
・特色ある高等教育の基盤充実

卓越した研究拠点
・世界水準の独創的・先端的研究拠点等の整備

大学附属病院
・一層社会に貢献できる病院と して再生

【第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画】

大学附属病院の再生

教育研究基盤施設の再生

合計 約５４０万㎡

基本方針

 
  




